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スズメPassermo"tα"usの若鳥によるヒナヘの給餌例

大槻都子’

一般に，烏の繁殖活動を手助けする両親以外の個体はヘルパーとよばれ，日本ではエナガ，バンな

どが知られている（山岸1984)．スズメでは，上田（1979）によって，すでに３個体で同時に一巣の

ヒナを育てるのが観察されている．しかしながらこの場合は３羽とも成鳥で，１羽がヘルパーであっ

たというよりも一夫二妻（または一妻二夫）の可能性が高いとみられている（上田1987,私信)．今

回，明らかに若鳥と判別できたスズメ１羽がヒナに給餌するのを観察した．観察回数が１度のみであ

るが，興味ある行動が観察できたので報告したい．

1991年８月４日午前11時ごろ，東京都墨田区立錦糸公園内にある区立体育館裏口で，スズメの若鳥

１羽が（スズメの）ヒナ（２羽以上）に給餌するのを観察した．このとき給餌を行なっていた個体は，

体色が全体的に白っぽく，ほおの黒斑は不明瞭，くちばしのつけねは黄色と，明らかに若鳥とわかる

ものであった（以下この個体を「若鳥」と呼ぶ)．

この若鳥は，体育館裏口の巣の近くの樹木に飛んでいっては昆虫（アメリカシロヒトリの幼虫？）

を捕えてきていた．若鳥が巣に戻ってくると，ヒナは声を高々に「ピイピィ」と鳴いて餌ねだりをし，

巣の入口付近で給餌をうけていた．

しばらくすると，成鳥２羽がこの巣に餌を運んできたが，若鳥がいたため，わずかのあいだ，巣の

近くで待っていた．このあいだ，成鳥は若鳥に対して威嚇や追いだしなどの行動をとることはなかっ

た．

ちなみに，この巣の近くには少なくとも２つのスズメの巣があり，繁殖に成功していたことを確認

している．その他，公園内や付近の商店街では多くのスズメが繁殖をしていた．そのため，給餌を行

なっていた個体は，同じ巣内で先に巣立った個体なのかどうかは不明である．この報告をまとめるに

あたり，上野動物園の福田道雄氏には大変お世話になった．厚くお礼申上げる．
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